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第５回 国際食物繊維学会 （イタリア・ローマ） に出席して
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[学会概要 ]

第５回食物繊維国際会議（図 1）が 2012年 5月

7~9日イタリア・ローマ市トレビの泉地区の中央学術

会議場（写真 1～ 2）にて開催された。本会議は今回

で５回目を迎え、また参加者は 200名前後であった。

何千人も参加する大きな国際会議だと旧友に会う機会

さえも限られてしまうこともあるが、今回のような参

加者数は程よい規模である。

当会議での口頭発表は 54題あり初日は 8:00から

18:40まで、2日目は 8:30から 18:00まで 3日目は 8:30

から 17:00までと会議が組まれており、その間にポス

ター発表がもたれた。ポスターは 121報の多数に上っ

た。また、参加した発表者（連名者を含め）の総数は

570名を上回っていた。

私は共同研究者とともに最近の研究成果を２題発表

した。１題は口頭発表（図 2）で「マウスにおけるジ

メチルヒドラジン誘発性大腸ガンに対する大麦若葉末

投与による発ガン抑制作用について」(片山（須川）

洋子＊・片山眞之・奥和之・村上香・山口容子・神谷

智康・池口主弥・高垣欣也 )であり、大阪青山大学・

広島工科大学・福岡女子大学・東洋新薬との共同研究

の成果である。他の１題はポスター発表（図 3）で「海

洋性褐藻類・アカモクの摂食によるラットの腸内細菌

叢に生じる変動について」(村上香＊・山口容子・片

山（須川）洋子・片山眞之・角川幸治 )であり、広島

工科大学・福岡女子大学・大阪青山大学との共同研究

の成果である。（＊：発表者）。
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図 1．国際食物繊維学会（第 5回、2012）要旨
Fig 1. The abstract book of the 5th International Dietary Fibre 
Conference 2012.

図 3．ポスター発表の論文
Fig 3. Our report presented in a poster session. 図 2．口頭発表の論文

Fig 2. Our report for oral presentation.
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写真 1．グレゴリアン神学大学 正面
Photo 1. The front side of Pontifi cal Gregorian University

写真 2．国際会議場入口。　大学正面の左端入口
Photo 2. On the left-hand side is the entrance to the International 
Congress Hall and session rooms.

写真 3．アカモクの標本
Photo 3. A sample of Akamoku,  Sargassum  horneri (Turner) C. 
Agardh. 

写真 4．ポスター発表
Photo 4. Our presentation by a poster. 

図 4．会議場の見取り図
Fig 4. A guide to the rooms of 
the congress center.
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写真 8．大学のビル前の広場
Photo 8. A small plaza in front of the university.

写真 10．西側回廊屋上の晩餐会会場にて。バックに
見える円錐柱列は屋上階の壁面上部を構成していて素
通しになっている。
Photo10. A scene in the banquet hall.

写真 6．クイリナーレの丘からバチカンの大聖堂を臨
む
Photo 6. A view of Basilica di San Pietro of Vaticani.

写真 7．夕暮れ迫るトレビの泉
Photo 7. Fontana di Trevi in evening twilight.

写真 9．口頭発表
Photo 9. Our oral presentation.

写真 5．クイリナーレ広場
Photo 5. Piazza del Quirinale. 
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写真 11．国民広場のロータリー。20世紀初頭に設置
が躊躇われたというナイアデイ噴水。バックに見える
のが古代ローマのヂオクレアヌス大浴場西側回廊の一
部。ここの屋上階で晩餐会がもたれた。
Photo 11. Fontana della Niadi in Piazza della Repubblica.  
A building seen at the back is a part of Esedora of the ancient big 
bathhouse, Terme di Diocleziano, where our conference banquet was 
held on the top fl oor .

写真 12．ローマ市内の遺跡発掘現場の一つ。
Photo 12. One of vestiges of ancient civilization.

写真 13．ある街角。ビルの一角に造られた彫像。
Photo 13. A statue engraved on the corner of a building in down 
town.

[われわれの発表内容 ]

「マウスにおけるジメチルヒドラジン化学誘発性大腸

ガンに対する大麦若葉末投与による発ガン抑制作用に

ついて」：マウス（雄 6週齢の BALB/cCrSlc系 ）を

標準食（AIN93G）にて 1週間飼育したのちに 2群に

わけ、第 1群には大麦若葉末を 3％加えた食を与えて

17週間飼育したあ（大麦若葉末群）。第 2群には標準

食を与えて（対照食群）同様に飼育した（対照群）。

それぞれの群をさらに（1）DMH投与群と（2）非投

与群に分けた。DMH投与群に対しては、大腸ガンを

化学的に誘発する試薬ジメチルヒドラジン (DMH)を

20mg/g体重を１回／週の割合で 10週間連続して投与

した。また DMHを投与しない群に対しては水を投

与した。DMHによる大腸ガンの誘発度合いを大腸表

皮細胞における異常陰窩巣 (aberrant crypt foci, ACF)

の発生頻度で表現した。DMH非投与群と投与群と

を ACF発現頻度で比べると大麦若葉末食群 で有意に

ACF発生頻度が低かった。血清中の 8-ハイドロキシ

デオキシグアノシン濃度も大麦若葉末食群で有意に低

い値を示した。以上の結果は大麦若葉末が発ガン誘発

剤による癌化に対して抑制効果を持つことを示唆して

いる。

「海洋性褐藻類・アカモクの摂食によってラットの腸

内細菌叢に生じる変動について」：アカモク（Sargassum 

horneri）は佐渡や東北地方では以前から食用として利

用されてきた海藻（写真 3）であるが、全国的な普及

には至っていない。海藻・アカモクには水溶性食物繊

維が多く含まれることもあって、食材としての有用

性が期待されている。アカモクの生育に伴う諸成分と

その含有量の変動については既に発表してきたが、ア

カモクを摂食した場合に腸内細菌叢がどのような影響

を受けるのかを解明する見地から、われわれは研究

を続けている（写真 4）。標準食で飼育した 5週齢の

Sprague-Dawley系のラットを 3群（「アカモク未処

理」食、「アカモク加工」食、標準食）に分け、14日

間飼育した。飼育終了前の 4日間の糞便中の細菌叢を

PCR-DGGE法で分析した。糞便中から抽出した DNA

を鋳型として 16s rDNAの V3領域を PCR法で増幅

して腸内細菌の同定に供した。収穫期のアカモクは雌

雄器が出現した後で、可溶性食物繊維が顕著に多くな

る時期である。アカモク食群のラットにおいては、体

重増加率や摂食量には変化が無いものの、糞便量は有

意に多くなった。ラットにアカモクを摂食させたとき、
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腸内細菌叢に変化が生じ 2種類の腸内細菌叢が優勢に

出現してきたが、特に特定の 1種が優勢になることを

見いだした。

すなわち、アカモク摂取が腸内細菌叢に影響を与え、

特定の腸内細菌叢を優勢にさせることを示しており、

アカモクの食材としての有用性が裏付けられたといえ

よう。

[会議場へのアプローチ ] 

学会会議場はクイリナーレの丘の下にあった。

クイリナーレの丘は 7つあるローマの丘の内では標

高が最も高いという。しかし、現地に立ってみても大

きな建物に圧倒されてしまって、土地の標高差への実

感は湧かない。丘の南端にはクイリナーレ広場があり

（写真 5）広場の東北側に面して入り口警備の物々し

い建物がある。中にはクイリナーレ宮殿があって今は

大統領府もおかれている。クイリナーレ広場の西側は

切り立っていてその向こうにバチカンのドームが眺め

られる（写真 6）。クイリナーレ宮殿の前に坂道が通っ

ており丘の下へと続いている。バチカンのドームを目

にしながら坂道を下って 2～ 3ブロック歩くと、じ

きにトレビの泉近くの路地にさしかかる。トレビの泉

はいつも観光客でごった返していた（写真 7）が、雨

降りの日でもその賑わいは変わらなかった。泉自体は

予想以上の大きさであった。学会事務局で斡旋してい

たホテルの一つがこの泉の正面に面していたが、この

ホテルを予約しなくてよかったと思えた。泉の周りを

半周する道路は 1.5～ 2車線くらいの道幅であったが

観光客で溢れていてホテル玄関へのアプローチもまま

ならない情景だったのだ。さらに泉の前面は道路より

も低くなっていて数メータの幅をもった広場なのに足

の踏み場も無い程の賑わいであった。

今回の学会で使われた中央学術会議場（トレヴィの

泉地区）はトレビの泉から西方へ 2ブロック程のとこ

ろにあって、グレゴリオ神学大学の地下１階に相当す

る場所であった。グレゴリオ神学大学は 1551年イエ

ズス会によって最初に創立された大学であり、石畳の

小広場（写真 8）に面して建っている。この広場はレ

ンガ外装や大理石外装のビルに囲まれていて、この広

場から一車線くらいの狭い道路が３本市街地へと通じ

ていた。ここまでは観光客は入って来ないので静かな

雰囲気を湛えていた。

大学の建物入り口の石段を数段上って左側のドアを

入ったところが地下への階段踊り場になっていた。近

年改装したという地下一階には幾つもの部屋があり、

中心に階段教室があって、そこが主会議場になってい

た（写真 9）。机を半円形状に配した構成で要の部分

に教卓がある。

　

[晩餐会 (Gala Dinner)会場 ]

2日目の夜は会議が 18:00に終わり、余裕を持って

ホテルへ帰る時間が持てた。晩餐会は 20:30からロー

マ・テルミニ駅の近くの The Terrace Restaurantにて

開催された。我々のホテルはテルミニ駅近くだったの

で好都合であった。

晩餐会 (Gala Dinner)がもたれたレストランは共和

国広場（レプブリカ広場）を取り囲む半円形の回廊建

築物の最上階にあった。この回廊建築物はローマ時代

の「デイオクレチアーノの大浴場（3,000人を収容で

きたという）」の壁面を利用したものだという。

大浴場の廃墟の上に現在では国民広場ができてお

り、その西側に大浴場の回廊建築物が残っているの

だ。回廊建築物は２つに分かれており、半円形にロー

タリーに沿った風に建っている。回廊建築物の間を西

方向にロータリーを起点としたナチオナーレ通りが貫

いていて、その西端近くにクイナーレ広場がある。こ

の回廊建築物の一部にエクセドラ・ホテルがあって，

その最上階（屋上）がレストランになっていた（写真

10）。

ロータリーの中心には「ナイアデイの噴水（1919

年製作）」（写真 11）が水煙を上げている。この噴水

は 4人の妖精から構成されているが、裸女に近い像だ

ということで、建設当初、市当局が設置をためらった

というエピソードが観光案内書には書かれている。

[5月の市街地 ]

5月のローマは新緑が夏の色に変わり始める頃で、

暑気もそれほどではなく、過ごしやすかった。ローマ

市の繁華街にはスリが横行していて旅行者は要注意だ

と警告されていたけれど、今回はそんな心配とも無縁

であったのは幸いであった。

ローマは大都市とはいえ、ヨーロッパの他の国々の

首都とは異なって、至る所にローマ帝国の頃の遺跡が

あって人々の日常生活に溶け込んでいる様子がうかが

われた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

いろいろな遺跡群を見ていると、石造建造物とはい

え 2000年も経つとかなり風化していることが見て取
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れる (写真 11)。あの巨大なコロセウムも、ある時代

には市民の石切り場となってしまい、いまは往時の半

分程の大きさになってしまっている。

下街の或るビルの前を通ったときのことであるが、

小さな構えの銀行ロビーが全面ガラス張りになってお

り、ロビーの中心に 2mもある大きな石造の面が飾ら

れていた。説明文が表示されていたのでどこかの遺跡

から出土したものかもしれない。また、裏通りの街角

に石造建築のビルがあって、石造彫刻が建物の一部と

して道路の角を飾っていたりする（写真 13）。

石造の遺跡があふれたロー市街地に居住する若者に

とっては、世界史を動かした歴史の教材が身の周りに

あふれている訳で、そこから得られる世界観も若者の

人生観に大きく有利に作用しているであろうと思われ

た。

これらの頑丈な文物を目にしたとき、日本人と西洋

の人々との間に見られる「心の持ちようがとても違う

こと」への理由が分かるような気がする。日本の文化

財には木と紙で構成されたものが多いためとか日本の

自然が常に天変地異に曝されているためか、日本人の

心には古いものは「壊して捨てる」というが気風が強

いように感じられる。日本の文物は壊れやすくて失わ

れやすく、故に、そこに接する人々の感性がますます

繊細になり刹那的になってきたのかも知れない。今

だけの現実のみならず将来のことを見通す考え方が、

我々日本人に強く求められていると痛感された。


